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【編集後記】「軽く見るなかれ」

　日本は世界有数の火山国で被害も絶えない。噴火の被害といえば降灰や噴石、火砕流、

泥流などによるものが通常であるが、今、新たな形の火山災害がわが国に襲来している。

軽石の大量漂着である。８月に小笠原諸島付近の海底火山から噴出した軽石が沖縄県や鹿

児島県などの海岸に大量に漂着し、漁業や観光業に大きな影響を及ぼしている。軽石は、

マグマが上昇し圧力が下がる際に含有物が気化し多数の気孔を形成してできる噴火物であ

る。軽くて水に浮くため大量の軽石が海面を覆い尽くすと網の中の魚が傷つき、いけすの

魚が死ぬなどの被害が生じる。また、エンジンの損傷の恐れから漁船やフェリーが航行で

きなくなり、日光がさえぎられることによる生態系への影響も懸念される。今後、本州な

どにも漂着する恐れもあり予防フェンスの設置や軽石の仮置き場・処分場の確保など沿岸

地域における当面の対策のほか、迅速かつ効率的な回収方策や再利用の方法などを国が総

力を挙げて検討することが望まれる。たかが軽石と軽視していると憂き目を見ることにな

りかねない。
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